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著
者
佐
口
透
氏
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
一
園
期
以
降
一
九
世
紀
ま
で
の
中
央
ア
ジ
ア

史
、
殊
に
一
八
1

一
九
世
紀
の
新
彊
(
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
)
の
歴
史
に
多
方
面

か
ら
精
力
的
に
光
を
嘗
て
績
け
ら
れ
て
い
る
先
達
で
あ
る
。
氏
の
庚
い
視
野
と

一
該
博
な
知
見
は
す
で
に
紙
読
書
『
ロ
シ
ア
と
ア
ジ
ア
草
原
』
(
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
六
年
〉
に
如
貨
に
示
さ
れ
て
お
り
、
問
書
は
一
五

l
一
六
世
紀
以
降
の

中
央
ア
ジ
ア
史
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
入
門
書
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
『
新
彊
民
族
史
研
究
』
は
、
前
著
『
一
八
|
一
九
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
祉
曾
史
研
究
』
(
吉
川
弘
文
舘
、
一
九
六
三
年
)
以
後
に
愛
表
さ
れ
た
論
文

七
篇
の
再
録
・
補
訂
と
と
も
に
、
新
た
な
研
究
を
加
え
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
序
文
に
繍
く
本
文
は
第

I
部
か
ら
第

W
部
に
分
か
れ
、
地
圃
・
系
図
等

一
O
種
の
閲
版
を
含
み
、
巻
末
に
文
献
略
放
表
と
行
き
届
い
た
索
引

(
?
l
マ

字
・
漢
字
・
日
本
文
)
が
附
さ
れ
て
い
る
。
内
容
白
衣
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

(
節
・
項
は
後
述
す
る
〉
。

第

l
部
甘
粛
の
少
数
民
族

第
1
章

サ

リ

ク

H

ウ
イ
グ
ル
族
の
歴
史
と
枇
曾

第
2
牽

サ

ラ

l
ル
族
の
歴
史
と
杜
禽

第
日
部
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
社
曾

第
1
章
近
代
ト
ル
フ
ァ
ン
の
政
治
と
佐
倉

第
2
章
清
朝
の
ト
ル
フ
ァ
ン
支
配

第

3
章
吐
魯
番
郡
王
領
の
構
成

第
4
章
ト
ル
フ
ァ
ン
再
笈
見

第

E
郡
イ
リ
の
タ
ラ
ン
チ
祉
舎

第
1
章
ジ
ュ
ン
ガ
ル
支
配
時
代
の
「
プ
ハ

1
ラ
人
」
集
圏

第
2
章
イ
リ
の
タ
ラ
ン
チ
回
屯

附

論

新

藩

に

お

け

る

回

民

第

W
部

カ

ザ

l
フ
l

ハ
ン
園
と
清
一
帝
園

第
1
章

カ

ザ

l
フ
草
原
の
政
治
的
繁
動

第
2
章
カ
ザ
l
フ
族
の
種
族
構
成

第
3
章
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
透
境
の
カ
ザ
l
フ
遊
牧
民

本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
研
究
封
象
の
地
域
は
、
サ
ラ
l
ル
族
(
現
在
の
撒
位

族
〉
の
住
む
現
在
青
海
省
の
循
化
か
ら
、
サ
リ
ク
H

ウ
イ
グ
ル
族
(
現
在
の
裕

固
族
)
の
生
活
す
る
甘
州
・
粛
州
近
逸
、
そ
し
て
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
、
イ
リ
絡

谷
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
西
迭
、
さ
ら
に
ソ
連
邦
の
カ
ザ
l
フ
草
原
に
ま
で
及
ぶ

庚
大
な
範
圏
で
あ
る
。
そ
し
て
、
分
析
視
角
は
、
政
治
史
、
種
族
史
・
民
族
史
、

地
域
史
、
社
曾
経
済
史
と
多
様
で
あ
る
。
一
方
、
民
族
的
に
見
れ
ば
、
テ
ュ
ル

ク
系
諸
民
族
な
い
し
同
諸
民
族
居
住
の
地
域
に
焦
貼
が
据
え
ら
れ
て
い
る
黙
に

統
一
性
が
見
ら
れ
、
時
代
的
に
は
、
清
朝
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
比
較

的
安
定
し
た
統
治
期
聞
で
あ
る
一
七
六

O
l
一
八
六

O
年
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
前
後
に
も
多
く
叙
述
が
及
ん
で
い
て
、
各
民
族
の
一
貫
し
た
民
族
史
な
い
し

地
威
史
の
意
固
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
但
し
、
第

I
部
か
ら
第

N

部
ま
で
の
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
テ

1
7
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
寄

金
値
の
内
容
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
第

l
部
か

ら
順
に
内
容
を
個
別
に
紹
介
し
、
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
た
い
と
思
う。

第

I
部
の
第
1
章
と
第
2
章
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
二
民
族
の
種
族
史
で
あ
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る
。
第
1
章
は
「
1
サ
リ
夕
刊
ウ
イ
グ
ル
族
の
設
展
」

2
0
r
制
」

「
3
移
住
侮
承
」
の
三
節
よ
り
成
る
。

第
1
節
は
、
元
末
明
初
期
に
お
け
る
サ
リ
タ

u
ウ
イ
グ
ル
族

の
分
布
地
域

(敦
爆
の
南
方
か
ら
ロ
プ

日
ノ
l
ル
地
方
に
い
た
る
ツ
ア
イ
ダ
ム
盆
地
の
北
逸
)

を
確
認
し
、
一
五
二
九
年
に
お
け
る
沙
州
(
敦
爆
)
西
南
進
か
ら
明
朝
領
域
内

の
府
州
・
甘
州
へ
の
移
住
、

ジ
ュ
ン
ガ
ル
へ
の
服
属
、
一
六
九
六
年
に
お
け
る

清
朝
へ
の
錦
順
な
ど
の
歴
史
的
興
濯
を
解
明
し
つ
つ
、

一
七
世
紀
末
以
降
に
お

け
る
新
川
地
区
と
甘
州
南
山
地
区
で
の
分
布
状
況
(
集
落
名

・
伎
牧
地
・
頭
目

名
・
集
園
名
・
人
口
な
ど
)
を
清
朝
史
料
(
主
に
地
方
志
)
に
基
づ
き
整
理
し

て
い
る
。

第
2
節
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
中
葉
に
い
た
る
ロ
シ
ア
や
ヨ

ー
ロ

ッ

パ
の
探
検
家

・
人
類
象
者
・
言
語
間
学
者
の
調
査
資
料
に
依
る
諸
集
園
の
オ
ト

ク
(
集
闘
・
分
仮

・
区
分
)
名
と
氏
族
名
の
分
析
で
あ
る
。
分
析
結
果
よ
り

JヘD
同巴『〔ペロ四一
rcp
現
在
の
裕
回
)
族
は
テ
ュ
ル
タ
語
を
話
す

ω
R
C
Jヘ
ロ
同
日

(ωω
司
自
問

F
J
p
m
rロ
『
)
族
と
モ

ン
ゴ
ル
語
を
話
す

ω
E
E
〈

c
m
R
族
に
二

大
別
さ
れ
、
前
者
は
瑚
州
地
匿
に
住
み
、

J
p
m
E
Z
R
と
穴

F
5
5岡
巳
の

二
オ
ト
ク
よ
り
な
り
、

後
者
は
甘
州
南
山
地
区
に
住
み
、
五
オ
ト
ク
よ
り
な
る

こ
と
、
J

ヘ
ロ
町一号

族
は
全
部
で

」E
o
g
r
(七
オ
ト
ク
)
と
も
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

テ
ュ
ル
ク
語
を
話
す

F
B
Jヘ
c
m
E
人
が

二
二
世
紀
以
来
の
サ
リ

ク
H

ウ

イ
グ
ル
族
の
系
統
を
引
く
中
骸
集
闘
で
あ
ろ
う
と
の
説
明
は
首
肯
さ
れ
る
が
、

モ
ン
ゴ
ル
語
を
話
す

ω
E
E
J
E同
日

と
の
民
族
的
一
鐙
性
の
有
無
に
つ
い
て

疑
問
を
感
じ
た
。

第
3
節
は
、
第
2
怖
で
言
及
し
た
現
地
調
査
者
逮
の
牧
集
し
た
口
碑
資
料
に

含
ま
れ
る

JRCmE
族
の
移
住
即
時
承

3
E
S大
z
e
r
o
と
い
う
場
所
か
ら

「

2
集
幽
組
織
|
|

甘
粛
へ
移
住
し
て
来
た
と
い
う
俸
承
)
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
、
現
代
裕
国
族
の

口
頭
停
承
を
含
め
て
検
討
し
、
史
実
の
反
映
を
探
っ
て
い
る
。

甘
繍
地
方
へ
移
動
し
た
古
代
ウ
イ
グ
ル
族
の
一
滋
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
ま

た
、
言
語
象
的
な
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
代
・
清
代
に
お
け

る
そ
の
活
動
や
内
部
組
織
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
サ
リ
ク

H

ウ
イ
グ
ル
族
の
種
族
史
を
多
方
面
よ
り
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

第
2
章
は
「
1
循
化
サ
ラ
l
ル
族
の
形
成
」
「
2
移
住
臨
時
承
」
「
3
起
源
問

題
」

「
4
祉
曾
制
度

l
l
土
司
と
工」

「
5
イ
ス
ラ

ム
制
度
」

「
結
語
」
よ
り

成
る
。
第
1
節
は
、
『
循
化
志
』
(
一
八
世
紀
末
に
編
纂
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
)
に

記
録
さ
れ
た
循
化
サ
ラ
l
ル
族
の
起
源
停
承
(
韓
賓
な
る
人
物
が
洪
武
一
一
一
(
一

三
七

O
〉
年
に
撒
痢
爾

(ω
丘
町
)
族
を
率
い
て
明
朝
に
蹄
附
し
て
、

循
化
に

定
住
し
て
始
祖
と
な
っ
た
こ
と
。
撒
技
爾
族
は
恰
密
よ
り
移
住
し、

洪
武
三
年

以
来
、
循
化
に
定
住
し
た
こ
と
〉
を
紹
介
し
、
史
賓
と
し
て
の
蓋
然
性
を
考
察

し
て
い
る
。

第
2
節
と
第
3
節
は
、
「
サ
ラ
!
ル
族
の
先
祖
が
西
方
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
よ

り
移
住
し
て
来
て
、
明
朝
の
洪
武
三
(
一
三
七

O
)
年
に
循
化
に
定
住
し
た
」

と
い
う
要
旨
の
臨
時
承
の
詳
細
な
内
容
を
九
篇
の
移
住
停
承
(
一
九
世
紀
末
以
来

の
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
現
地
調
査
者
遣
に
よ
る
採
録
お
よ
び
最
近
の
中
薗

の
研
究
書
に
牧
め
ら
れ
た
も
の
〉
に
依
り
紹
介
し
、
東
方
移
動
の
夜
端
、
経
路
、

循
化
へ
の
定
住
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
性
を
検
討
す
る
。

以
上
の
三
節
は
、
循
化
定
住
以
前
の
サ
ラ
l
ル
族
の
起
源
と
移
住
を
停
承
上

よ
り
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
射
し
て
、
以
下
の
第
4
節
と
第
5
節
は
、
循

化
定
住
以
後
、
特
に
清
朝
に
よ
る
循
化
管
設
置

(
一
七
三

O
年
〉
以
後
に
お
け

る
サ
ラ
l
ル
族
の
枇
舎
と
宗
教
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
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第
4
節
は
「

ω土
司
」
「

ω工
」
「

ω村
在
」
の
三
官
官
よ
り
成
る
。
第

ω項

に
お
い
て
は
、
明
朝
か
ら
撒
閥
族
土
官
の
職
を
得
た
韓
賓
以
後
、
代
々
土
司
を

襲
職
し
た
そ
の
子
孫
の
二
家
系
、
す
な
わ
ち
長
房
と
次
房
の
系
譜
が
示
さ
れ
、

韓
嫡
(
長
房
)
・
韓
大
用
(
次
房
〉
の
土
千
戸
叙
任
(
一
七
二
九
年
〉
、
循
化
省

の
設
置
と
い
う
清
朝
統
制
力
の
浸
透
が
語
ら
れ
る
。

第

ω項
に
お
い
て
は
、
主
要
な
村
落
「
妊
・
溝
」
が
一
七
三

O
年
に
「
工
」

と
な
り
、
「
十
二
工
」
に
編
成
さ
れ
、
さ
ら
に
一
七
八
一
年
の
サ
ラ
I
ル
新
教

徒
の
飢
の
後
、
清
朝
に
よ
り
「
八
工
」
に
編
成
替
え
さ
れ
た
経
緯
が
、
「
工
」

の
構
成
名
祷
の
第
遜
と
と
も
に
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
十
二
工
」

・
「
八
工
」
が

そ
れ
ぞ
れ
東
西
(
上
下
〉
の
二
部
に
分
か
れ
、
幾
分
的
な
構
造
を
持
つ
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
循
化
地
方
の
針
岸
に
あ
た
る
黄
河
北
岸
に
住
む
サ

一
ア
ー
ル
族
が
「
外
工
」
と
呼
ば
れ
、
循
化
の
サ
ラ
l
ル
族
(
「
十
二
工
」
「
八

工
」
)
が
「
内
工
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
貨
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

第川
問
項
に
お
い
て
は
、

循
化
サ
ラ
l
ル
族
の
五
八
の
村
荘
が
所
属
の

「工」

ご
と
に
整
理
さ
れ
、
サ
ラ
l
ル
八
工
の
地
理
的
位
置
関
係
が
示
さ
れ
、
サ
ラ
l

ル
語
地
匿
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第
5
節
は
、

サ
ラ
l
ル
人
名
に
見
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ム
名
を
指
摘
し
、
大
小
の

清
員
寺

(モ

ス
タ

ヨ
E
E
)
五
九
座
の
存
在
、
清
興
寺
の
宗
務
者
、
祭
典
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

「
結
語
」
は
特
に
、
循
化
サ
ラ
l
ル
語
の
起
源
を
ト

ル
ク
メ
ン

n
サ
ラ
l
ル

族
に
結
び
つ
け
る
肘
-
H
N

・叶

g
2
F
2
ら
の
設
を
紹
介
し
、
ホ
ラ
ズ
ム
地
方
の

ωと
R

3と
。
乙

部
族
が
内
サ

ロ
l
ル
と
外
サ
ロ

l
ル
の
二
集
闘
に
分
か
れ
て

い
る
こ
と
と
、
循
化
サ
一
フ
l
ル
族
の
内
工
、
外
工
の
制
度
と
の
関
連
性
を
推
測

し
て
い
る
。

循
化
サ
ラ
l
ル
族
は
、
清
代
の
中
圏
西
北
部
で
勃
裂
し
た
ム
ス
リ
ム
の
諸
反

飢
に
お
い
て
歴
史
の
表
舞
墓
に
登
場
し
た
。
本
章
は
、
そ
れ
ら
の
反
飢
史
と
は

別
の
翻
黙
か
ら
サ
ラ
l
ル
族
に
関
す
る
内
部
的
問
題
を
取
扱
い
、
種
族
史
の
再

構
成
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

但
し
、
循
化
定
住
以
前
に
つ
い
て
は
、
傍
承
以
外
の
賞
読
史
料
に
よ
る
裏
付

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
上
の
制
約
に
よ
り
「
工
」
の
機
能
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
サ
ラ
l
ル
族
社
禽
の
構
造
が
理
解
し
に
く
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
佐
口
氏
は
「
工
」
の
語
義
に
つ
い
て
の
氏
の
諸問設

3
5
m

(
工
〉
が
「
部
族
」
を
一
語
意
味
す
る
ア
ラ
プ
語
官
ロ
白
か
ら
来
た
と
い
う
設
〉

を
確
賓
と
は
い
え
な
い
と
本
書
で
は
保
留
し
、
「
城
壁
、
城
銀
」
と
解
四
揮
す
る

設
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
、
佐
口
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
片
岡
一
忠
氏

は
、
「
工
」
の
機
能
が
元
来
の
「
族
的
集
圏
」
か
ら
「
〔
行
政
〕
村
落
」
へ
獲
化

し
た
と
推
測
し
て
い
る
。

次
に
、
細
か
い
こ
と
で
あ
る
が
、
六
二
頁
の
「
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
の
子
孫

〔ωち
仏

家
を
さ
す
〕」

の

ωち
仏
は

ωミ
〕
ユ
仏
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
七

四
頁
の
「
外
利
(
g
b
h
叫・
聖
者
)
」
も
、
聖
者
な
ら
ば
毛
帥
ゴ
で
は
な
く
、
唱
ち

で
あ
ろ
う
。

第
H
部
に
お
い
て
は
、

ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
地
域
史
が
、
主
と
し
て
一
七
|

一
八
世
紀
の
同
盆
地
を
め
ぐ
る
政
治
史
を
背
景
に
し
て
展
開
さ
れ
る
。

第
1
章
は
「
l
ト
ル
フ

ァ
ン
盆
地
の
開
設
」
と
「
2
ト
ル
フ
ァ
ン
と
中
華
王

朝
」
の
二
節
か
ら
成
り、

清
朝
支
配
以
前
の
時
期
を
扱
う
。
第
1
節
に
お
い
て

は
、
二
二
世
紀
よ
り
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ト
ル
フ
ァ
ン
金
地
の
諸
城
邑
の

存
在
、
そ
の
規
模
、

定
住
生
活
の
貧
欣
が
、
同
盆
地
支
配
者
逮
の
繁
遜
と
絡
め

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
2
簡
は
、
東
チ
ャ
ガ
タ
イ
l

ハ
ン
家
の
系
譜
を
引
く
ト
ル
フ
ァ
ン
l

ハ
ン
家

の
清
朝
へ
の

遺
使
入
貢
〈
一
六
四
五
年
か
ら
一

六
八
六
年
ま
で
)
と
そ
の
背

-191ー
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景
、
同
ハ
ン
家
の
河
西
の
回
民
反
鋭
三
六
四
八
四
九
年
)
へ
の
参
加
、
一

七
世
紀
末
に
お
け
る
同
ハ
ン
家
の
衰
微
、
清
朝
に
よ
る
そ
の
末
奇
の
保
護
な
ど

を
、
清
朝
史
料
と
パ
ル
ト
リ
ド
抄
誇
の
現
地
史
書
『
カ
シ
ュ
ガ
ル
史
』
と
の
針

比
を
軸
に
描
い
て
い
る
。

第
2
章
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
清
朝
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
勢
力
に
針
抗
し

て
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
に
軍
事
的
に
進
出
し
た
時
期
を
扱
い
、
現
地
の
有
力
者
額

敏
和
卓
司
B
Z
ヌ
『
唱
と
と
の
清
朝
へ
の
協
力
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し

て
の
清
朝
支
配
下
に
お
け
る
吐
魯
番
郡
王
領
の
成
立
事
情
を
詳
論
す
る
。

「
1
ト
ル

フ
ァ
ン
盆
地
の
政
治
的
努
動
」
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
侵
攻
に

削
到
す
る
清
朝
軍
の
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
へ
の
波
遣
(
一
七

一
七
年
)
と
そ
の
屯
田

経
営
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
策
妄
阿
酬
明
布
坦
(
吋
ω
何
者
自
問
〉
円
右
Z
ロ
)
と
の
和
議

(
一
七
二
五
年
)
、
ト
ル
フ
ァ
ン
人
約
六
五

O
人
の
粛
州
へ
の
移
住
(
一
七
一
一

五
二
六
年
)
、
ジ
品
ン
ガ
ル
の
鳴
繭
丹
策
一本

(
の
と
宏
司
問
、
H
，
Z
ユ
ロ
問
)
の
侵

入
と
清
朝
軍
勢
に
よ
る
撃
退
(
一
七
三
一
・
一
一
一
一
一
年
)
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

る。
「
2
ト
ル
フ
ァ
ン
住
民
の
移
動
と
復
締
」
に
お
い
て
は
、
一
七
三
二
三
三

年
に
額
敏
和
卓
に
率
い
ら
れ
た
一
蔦
人
前
後
の
ト
ル
フ
ァ
ン
人
が
清
朝
の
政
策

に
従
い
、
ジ
ユ
ン
ガ
ル
の
危
害
を
避
け
る
た
め
瓜
州
に
移
住
し
た
経
線
、
瓜
州

で
の
生
活
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
3
吐
魯
番
郡
王
領
の
成
立
」
で
は
、
額
敏
和
卓
が
清
朝
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
征

討
に
参
加
し
、
一
七
五
六
年
に
瓜
州
か
ら
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
に
蹄
還
し
て
同
盆

地
全
域
の
支
配
者
と
な
り
、
吐
魯
番
郡
王
家
の
始
租
と
な
っ
た
経
過
が
辿
ら

れ
、
一
七
六

一
年
ま
で
に
瓜
州
と
粛
州
か
ら
蹄
還
し
た
ト
ル
フ
?
ン
人
へ
の
清

朝
駐
屯
軍
屯
田
跡
地
の
返
還
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
。

第
3
章
は
「
1
吐
魯
番
郡
王
家
の
努
遜
」
「
2
叱
魯
番
郡
王
領
の
祉
曾
制

度
」
の
二
節
よ
り
成
り
、
ル
ク
チ
ュ
ン
崎
棋
を
王
都
と
し
た
吐
魯
番
郡
王
家
の
歴

史
を
二

O
世
紀
初
頭
ま
で
辿
り
、
そ
の
支
配
地
域
の
内
部
扶
態
に
論
及
す
る
。

第
1
節
は
、
初
代
か
ら
第
九
代
ま
で
の
吐
魯
番
郡
王
の
襲
位
と
事
蹟
、
郡
王

領
の
出
現
遷
を
扱
う
。
第
二
代
郡
王
素
賓
瑞

(ω
三
巴
目
印
ロ
)
の
失
脚
に
仲
な
い
、

一
七
七
九
年
に
吐
魯
番
直
隷
聴
が
置
か
れ
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
西
宇
都
が
そ
の

直
稽
と
な
り
、
東
宇
都
が
吐
魯
番
郡
王
領
に
な
っ
た
事
貨
が
閥
明
さ
れ
て
い

る
。第
2
節
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
東
洋
皐
者

Z
・
、H
，
r・
問
主

2
0〈
が
一
八

九
一

l
九
二
年
に
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
で
採
録
し
た
口
碑
資
料
の
中
か
ら
、
首
時

の
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
行
政
匡
域
、
「
ロ

rnE口
問
王
と
呼
ば
れ
た
吐
魯
番
郡

王
家
の
公
的
地
位
・
領
主
権
な
ど
の
寅
態
、
役
人
の
職
掌
、
農
地
制
度
な
ど
に

つ
い
て
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
る
。

第
4
章
は
ト
ル
フ
ァ
ン
域
(
回
城
・
漢
城
)
と
イ
ス
ラ
ム
記
念
物
に

つ
い
て

の
地
誌
的
研
究
で
あ
る
。
「
1
ト
ル
フ
ァ
ン
減
の
成
立
」
「
2
現
代
の
ト
ル
フ

ァ
ン
」
「
3
ト
ル
フ
ァ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
遺
跡
」
の
三
節
よ
り
成
る
。

第
1
節
と
第
2
節
に
お
い
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の
回
城
(
替
城
)
と
漢
城
(
新

城
)
の
清
朝
統
治
開
始
直
後
に
お
け
る
改
修
(
回
減
、

一
七
八
一
年
)
と
新
築

(
漢
城
、
一
七
八

O
年
)
の
事
寅
が
究
明
さ
れ
、
二

O
世
紀
中
期
ま
で
の
爾
城

の
規
模
・
プ
ラ
ン
・
地
理
的
位
置
関
係
な
ど
が
解
明
さ
れ
る
。

第
3
節
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
漢
域
近
傍
に
あ
る

g
E
2
1
玄
巳
自

E
O
寺
院

と
附
属
の
光
塔
(
い
わ
ゆ
る
蘇
公
塔
)
の
建
立
(
あ
る
い
は
修
建
〉
を
記
念
し

て
建
て
ら
れ
た
石
碑
の
文
面
を
検
討
し
、
さ
ら
に
各
地
の
イ
ス
ラ
ム
聖
墓
(
マ

ザ

l
ル
)
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
地
域
史
を
主
に
政
治
史
の
繁
濯
、
清
朝

支
配
下
の
統
治
状
態
、
域
邑
の
都
市
化
の
面
か
ら
追
究
さ
れ
た
第

E
部
よ
り
、

。Lny 
可

i
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我
々
は
近
代
ト
ル
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
堕
富
な
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
吐
魯
番
郡
王
家
の
始
租
で
あ
る
額
敏
和
卓
の
家
系
が
ヤ
ル
カ
ン

ド
出
自
の
イ
ス
ラ
ム
聖
職
者
の
家
系
で
あ
る
ら
し
き
こ
と
、
ア
ス
タ
ー
ナ
に
あ

る
〉

-zg穴
『
唱
と
白
白
自
身
が
吐
魯
番
郡
王
家
の
墓
所
に
な
っ
て
い
た
こ

と
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
マ
ザ
l
ル
が
熱
心
に
崇

奔
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
そ
れ
ら
は
、
吐
魯
番
郡
王
家
の
清
朝

権
力
に
後
押
し
さ
れ
た
政
治
的
性
格
と
は
ま
た
別
の
粧
品
闇
的
性
格
を
考
え
る
上

で
重
要
な
手
が
か
り
を
輿
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
里
山
勾
の
言
を
呈
す
れ
ば
、
ト
ル
7
7

ン
城
市
の
ト
ル
フ
マ
ン
盆
地
諸

城
邑
に
射
す
る
経
済
的
位
置
が
今
一
つ
剣
り
に
く
く
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
地
域

の
地
域
的
一
鐙
性
が
十
分
に
は
明
瞭
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

細
か
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
五
七
頁
の
「
こ
れ
ら
の
土
地
の
白
水
の
源
」
と

い
う
誇
文
は
剣
然
と
し
な
い
。
原
文

E

E

Zロ
-
R
E同
W
Z
E
E
-
E
E町
w

z
-
2
-
E
E
m
w
g即
日
は
「
こ
れ
ら
の
土
地
の
川
や
泉
の
源
」
と
誇
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ャ
l
リ
ン
グ
の
僻
書
に
よ
れ
ば
、

Z
E
E
は白押
3
2
r

ユ
〈
耳
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
四
頁
一
七
行
自
の
「
人
々

は
」
と
「
草
税
と
し
て
」
の
聞
に
原
載
論
文
四
三
頁
の
一
行
「
一

O
O頭
に
つ

き
二
頭
の
羊
と
二
枚
の
毛
磁
を

S
E同
〔
寄
捨
。
家
畜
税
〕
と
し
て
差
し
出

す
。
人
々
は
羊
一

O
O頭
に
つ
き
一
一
践
を
牧
」
が
抜
け
て
い
る
。

第

E-部
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
遊
牧
園
家
に
よ
る
定
往
民
の
草
原
へ
の
強
制
移
住

を
概
観
し
、
清
朝
に
よ
っ
て
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
の
イ
リ
駅
前
谷
に
強
制
移
住
さ
せ
ら

れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
タ
ラ
ン
チ
(
農
耕
奴
隷
)
と
し
て
の
生
活
紋
況
の
寅
僅
に

迫
っ
て
い
る
。

第
1
章
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
遊
牧
園
家
に
よ
っ
て
そ
の
領
域
に
強
制
移

住
さ
せ
ら
れ
た
「
プ
ハ

l
ラ
人
」
(
こ
こ
で
は
中
央
ア
ジ
ア
の
テ
ュ
ル
ク
族
、

特
に
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
指
す
呼
穏
で
あ
り
、
プ
ハ

l
ラ
市
の
住

民
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
〉
が
総
合
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
「
1
プ
l
チ

ン
と
タ
ラ
ン
チ
」
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
を
主
陸
と
す
る
「
プ
ハ

l
ラ
人
」
が
包
必

守口口
E
P
砲
士
)
、
塔
唾
雅
泌
公
R
f
g
Eロ
J
S
E
R
E
-
農
耕
奴趣
味)、

伯
徳
爾
格

(
r
E
R
m
o〈
r
o
g
m
p
貿
易
商
人
)
な
ど
と
し
て
使
役
さ
れ
た
事

を
解
説
し
、
「
2
ア
マ

l
ナ
ト
(
人
質
ど
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
遊
牧
園
家
の
定

住
祉
倉
支
配
の
一
方
法
で
あ
る
人
質
制
度
の
具
健
相
を
提
示
す
る
。

第
2
章
は
「
1
回
屯
の
成
立
過
程
」
「
2
回
屯
の
村
滋
分
布
」
「
3
回
屯
の

生
産
関
係
」
「
4
回
屯
の
統
治
制
度
」
「
結
語
」
よ
り
成
る
。
第
1
簡
は
、
ジ

ユ
ン
ガ
ル
遊
牧
園
家
を
滅
ぼ
し
た
清
朝
が
、
イ
リ
駐
屯
兵
の
食
料
を
補
給
す
る

た
め
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
タ
ラ
ン
チ
植
民
制
度
を
踏
製
し
て
、
一
七
六

O
年
か
ら

ウ
イ
グ
ル
人
を
イ
リ
に
強
制
移
住
さ
せ
て
屯
田
を
管
ま
せ
た
経
過
を
タ
ラ
ン

チ
農
民
戸
口
敏
の
増
加
(
一
七
六
八
年
に
約
六

O
O
O戸
)
を
中
心
に
考
察
す

る。

2
・
3
・
4
の
三
節
に
お
い
て
は
、
そ
の
回
屯
(
タ
ラ
ン
チ
屯
臼
)
の
所

在
地
、
一
八
三

O
|四
O
年
に
行
わ
れ
た
タ
ラ
ン
チ
の
荒
地
開
墾
と
新
入
植
、

回
屯
で
の
播
種
量
・
牧
穫
率
・
徴
糧
額
が
検
討
さ
れ
、
回
屯
統
治
の
た
め
に
施

行
さ
れ
た
「
ベ
ク
官
人
制
」
が
紙
観
さ
れ
、
そ
の
長
官
で
あ
る
風
土
山
中
川

ι白川や

清
朝
の
座
制
下
に
お
け
る
農
奴
的
な
生
活
獄
況
が
語
ら
れ
る
。

附
論
は
「
1
回
民
一
商
人
」
「
2
回
民
兵
士
」
よ
り
成
り
、
回
民
(
中
園
ム
ス

リ
ム
、
ド
ン
ガ
ン
)
の
一
七
六

O
年
か
ら
一
八
六

O
年
前
後
に
い
た
る
期
聞
の

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
一商
業
活
動
・
土
着
化
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
具
健

例
を
提
示
し
、
天
山
南
路
へ
源
遣
さ
れ
た
緑
脇
田
兵
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
回
民

兵
士
の
動
静
、
天
山
北
路
の
イ
リ
、
ウ
ル
ム
チ
地
方
に
設
け
ら
れ
た
兵
屯
、
戸

屯
と
呼
ば
れ
る
二
種
の
漢
族
屯
田
の
中
の
回
民
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
の
第
E
部
の
中
心
的
論
考
は
第
2
章
で
あ
る
。
第
1
章
は
そ
の
序
論
的
意

-193ー
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味
合
い
を
有
し
て
お
り
、
ジ
与
ン
ガ
ル
王
園
と
「
プ
ハ

l
ラ
人
」
と
の
関
係
が

全
般
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
王
園
領
内
へ
の
強
制
移
住

の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
1
章
が
羽
田
明
氏
の
論
文
を
受
け

つ
ぎ
つ
つ
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

第
W
部
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
五

0
年
代
ま
で
の
カ
ザ
1
フ
族
を
め

ぐ
る
政
治
史
、
大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
族
の
種
族
史
、
清
喬
一
園
の
園
境
線
で
あ

る
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
迭
境
に
お
け
る
カ
ザ
l
フ
族
と
清
朝
嘗
局
と
の
交
渉
史
を
描

必〈、
。第
1
章
は
「
1
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
西
方
進
出
L

「
2
カ
ザ
l
フ
民
族
社
舎
の
同
変

動
」
「
3
清
朝
と
カ
ザ
1

7
1
ハン
家
」
の
三
節
よ
り
成
る
。
第
1
節
は
一
七

世
紀
か
ら
一
七
四

0
年
代
ま
で
に
お
け
る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
箪
の
カ
ザ
I
フ
草
原
・

中
央
ア
ジ
ア
で
の
鯨
奪

・
征
服
な
ど
の
軍
事
活
動
を
、
カ
ザ
l
フ
族
と
の
敵
劉

関
係
を
主
軸
に
編
年
的
に
ま
と
め
、
第
2
節
は
一
七
三

0
年
代
に
お
け
る
カ
ザ

l
フ
族
、
大
・
中

・
小
三
オ
ル
ダ
(
そ
れ
ぞ
れ
カ
ザ
l
フ
草
原
の
東
南
部
、
北

中
部
、
西
部
の
種
族
連
合
・
地
域
集
回
〉
の
政
治
的
分
裂
朕
態
と
ロ
シ
ア
へ
の

朝
貢

・
臣
従
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
3
節
に
お
い
て
は
、
一
七
五
五
・

五
七
年
に
清
朝
軍
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
闘
を
倒
し
た
時
期
前
後
の
カ
ザ
l
フ
草

原
、
特
に
シ
ル
川
中
流
域
の
二
都
市
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
お
け

る
政
治
献
況
が
、
カ
ザ
l
フ
王
公
の
清
朝
へ
の
名
目
的
藩
属
と
と
も
に
考
察
さ

れ
る
。本
章
は
主
に
、
タ
ウ
ケ
l

ハ
ン
(
一
六
五
一
/
五
二
|
一
七
一
七
/

一
八
年
)

泊
以
後
に
お
け
る
カ
ザ
!
フ
i

ハ
ン
圏
分
裂
期
の
複
雑
な
政
治
史
を
概
観
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
侵
入
に
よ
り
カ
ザ
l
フ
王
公
が
ロ
シ
ア
に

保
護
を
求
め
た
事
情
や
シ
ル
川
流
域
の
都
市
を
カ
ザ
l
フ
王
公
が
支
配
し
た
究

獄
に

つ
い
て
の
叙
述
は
内
容
塑
富
で
あ
る
。

第
2
章
は
「
1
ウ
イ
ス
ン
種
族
史
」

「
2
大
オ
ル
ダ
の
種
族
集
闘
」
か
ら

成
る
。
第
l
節
は
大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
族
の
線
穏
と
な
っ
た
ウ
イ
ス

ン

(C
-E
ロ
)
族
の
起
源
を
キ
プ
チ
ャ
ク
i

ハ
ン
園
に
お
け
る

Z
E
F
E
(許
冗

恨
)
に
辿
り
、
モ
ン
ゴ
ル
喬
園
解
陸
後
の
ウ
イ
ス
ン
種
族
の
分
布
を
解
明
し

て
、
カ
ザ
l
フ
民
族
形
成
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
第
2
節
に
お

い
て
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
族
の
有
力
な
五
つ

の
種
族
集
闘
と
そ
の
下
方
分
汲
(
部
族
ま
た
は
氏
族
に
あ
た
る
)
の
名
mm
・
分

布
紋
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
。
己
主

種
族
が
モ
グ
l
ル
H

ウ
ル
ス
(
東
チ
ャ

ガ
タ
イ
・
ハ
ン
園
)
の
り
口
問
Z
2
の
後
究
開
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
と
考
察
は
貴

重
で
あ
る
。
カ
ザ
l
フ
民
族
形
成
史
の
研
究
に
劃
す
る
本
章
の
寄
輿
は
極
め
て

大
き
い
。

一
七
五
五

・
五
七
年
に
ジ

ュン

ガ
ル
王
園
が
清
朝
軍
に
よ

っ
て
崩
援
し
、
そ

の
故
土
ジ
ュ
ン
ガ
り
ア
が
清
朝
領
と
な
っ
た
結
果
、
ジ
ュ

ン
ガ
リ
ア
と
境
域
を

接
す
る
カ
ザ
l
フ
族
と
清
朝
と
の
媛
鰯
が
始
ま
っ
た
。

第
3
章
で
は
、
そ
の
雨
者
の
政
治
的

・
外
交
的
関
係
が
「
1
東
方
カ
ザ
l
フ

人
と
清
脅
園
領
迭
境
」

「
2
b
y
ル
ハ
ガ
タ
イ
遊
境
線
と
カ
ザ
l
フ
遊
牧
民
」

「
3
清
朝
藩
厩
と
し
て
の
カ
ザ
l
フ
王
公
」
の
三
節
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
。

第
1
節
は
一
七
六

0
年
代
に
お
け
る
カ
ザ
l
フ
族
の
清
-
帝
園
透
境
へ
の
移
牧
朕

況
と
清
朝
の
針
態
を
「

ωセ
ミ
レ
チ
エ
」
「

ωタ
ル
パ
ガ
タ
イ
法
境
」
「

ωア

ル
タ
イ

・
ウ
リ
ヤ
ン
ハ
イ
地
方
」
の
三
地
域
ご
と
に
概
観
す
る
。

第
2
節
は
「

ω未
倫

(E
Eロ
)
線
と
カ
ザ
l
フ
移
牧
問
題
」
と

「
仰
カ
ザ

l
フ
遊
牧
民
の
冬
営
地
」
の
二
項
に
分
か
れ
、
ザ
イ
サ
ン

u
ノ

l
ル
西
岸
か
ら

タ
ル
バ
ガ
タ
イ
を
経
て
、
イ
リ
法
外
に
至
る
園
境
線
を
形
成
し
た
い
ポ
倫
(
圏
境

の
整
備
蕗
)
の
配
置
が
地
図
上
に
再
現
さ
れ
、
カ
ザ
l
フ
遊
牧
民
が
冬
営
地
の

確
保
の
た
め
に
そ
の
図
境
線
を
越
境
し
て
、
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
境
域
に
移
牧
せ
ざ
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る
を
得
な
か
っ
た
賞
情
、
そ
し
て
清
朝
嘗
局
が
租
馬
を
徴
牧
し
て
そ
の
越
冬
を

許
し
た
事
が
明
か
に
さ
れ
る
。

第
3
節
は
「

ω透
境
カ
ザ
l
フ
族
の
系
統
」
「

ωカ
ザ
l
フ
王
族
の
系
統
」

「

ω東
方
カ
ザ
l
フ
族
の
ロ
シ
ア
化
」
の
一
一
一
項
か
ら
成
る
。
イ
リ
、
タ
ル
パ
ガ

タ
イ
透
境
附
近
に
佐
牧
し
た
種
族
集
園
名
、
そ
れ
ら
を
統
制
下
に
置
き
、
清
朝

の
藩
腐
と
な
っ
た
カ
ザ
l
フ
王
族
の
名
と
系
園
、
一
九
世
紀
初
頭
以
後
に
お
け

る
大
オ
ル
ダ
H

カ
ザ
l
フ
族
の
ロ
シ
ア
へ
の
臣
麗
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い

る。

829 

カ
ザ
l
フ
遊
牧
民
の
タ
ル
パ
ガ
タ
イ
ト
ポ
倫
線
内
へ
の
冬
季
移
住
に
つ
い
て
の

記
述
は
、
囚
O
二
一
貝
の
地
図
「
一
九
世
紀
前
半
期
の
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
透
境
」
と

併
せ
て
讃
み
進
む
と
眼
前
に
移
牧
の
光
景
が
浮
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
貧
窮
遊
牧
民

の
冬
借
地
で
の
恒
常
的
住
牧
と
い
う
事
賀
は
注
意
を
引
く
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
要
約
し
、
筆
者
な
り
の
感
想
を
記
し
て
み
た
。
本
書

は
木
目
の
こ
ま
か
い
寅
詮
論
文
の
集
成
で
あ
り
、
翠
げ
ら
れ
た
歴
史
デ
l
タ
は

清
朝
貫
録
、
方
略
、
地
方
志
を
始
め
と
す
る
漢
文
史
籍
、
封
カ
ザ
l
フ
関
係
の

ロ
シ
ア
外
交
史
料
、
現
地
史
書
等
の
一
次
史
料
に
立
脚
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
世
紀
末
以
来
の
現
地
調
査
者
遂
の
調
査
成
果
が
随
鹿
に
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
殊
に
採
集
さ
れ
た
口
頭
停
承
が
歴
史
資
料
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
特
筆
に
債
し
よ
う
。
本
書
に
は
、
そ
の
よ
う
な
貴
重
な
歴
史
デ
ー
タ
が
集

積
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
を
通
読
し
て
、
著
者
佐
口
氏
の
研
究
業
績
が
き
わ
め
て
濁
自
性
の
高
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
著
者
の
濁
壇
場
の
感
さ
え
す
る
の
で
あ

る
。
明
清
漢
籍
を
博
捜
し
、
そ
れ
を
機
軸
に
し
て
、
欧
露
の
研
究
・
調
査
成
果

を
連
動
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
末
筆
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
著
者
の
開
拓
者
的
研
究
活
動
よ
り
常
に
恩
恵
を
受
け
て
い
る
者
と

し
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
。

註(1
)

佐
口
透
「
サ
ラ
l
ル
種
族
史
の
諸
問
題
|
|
資
料
と
文
献
」
『
金
津

大
皐
法
文
風
宇
都
論
集
(
史
筆
篇
)
』
一
回
、
一
九
六
六
年
、
三
五
頁。

(

2

)

片
岡
一
忠
「
サ
ラ
l
ル
族
史
研
究
序
説
」

『
大
阪
数
育
大
拳
紀
要

(第

E
部
門
祉
舎
科
皐
・
生
活
科
鼠
さ
』
第
二
八
巻
第
二
・
三
鋭
二

九
八

O
年
、
一

O
二
|
一

O
四
頁
。

(

3

)

の
-
r
q
E
F
b誌
同

E
R
w
d
吋

Rw-E・
旬
、
同
崎
町
民

M
F
U
S
N
R
h
b
R
H千

。自
N
W
.
h
F
F
Z
E
P
S
E
-
-
u・N吋
山
田
・
な
お
、
。
・
同
N
Z
Z
2同
0

・
N門誌
hNNhp・

叫

4Nhw-EU片
足
。
苦
qu可
切

E
E
~一。潟

HFぬ

b
E
N
R
h
h
。
¥
』
門
E
F
h司

令
滋
札
吋

a
L
Q潟、・問、ロロ
ι
・
5
N斗
・
官
-
H
E
に

ω四『
E
B
の
譲
語
と
し

て

2
E
E
(
ア
ラ
ビ
ア
文
字
〉
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

4

)

羽
田
明
「
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
園
と
ブ
ハ

l
ラ
人
|
|
内
陸
ア
ジ
ア
の
遊

牧
民
と
オ
ア
シ
ス
農
耕
民
l
l
i
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
一
二
巻
第
六

誠
、
一
九
五
四
年
、
三
三
|
五
二
頁
(
沼
田
明
『
中
央
ア
ジ
ア
史
研

究
』
京
都
、
臨
川
書
底
、
一
九
八
二
年
、
二
五
二

l
二
七
四
頁
)

一
九
八
六
年
二
月
東
京
吉
川
弘
文
館

A
5
版

x
+
四
五
九
頁
九
六
O
O園
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